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2007 年以降、ASO を用いた ASD 閉鎖術を施行した 70 例（年齢 4.1-70.4 歳、体重
15.6-77.3kg）を対象とし、以下の 3群に分類した。通常の approach(左上肺静脈方向
から)で容易に留置が可能であった A群、過去の criteriaに基づいて通常の approach
では留置が困難と判断し、右上肺静脈(RUPV) approach を選択して留置した B 群、通
常の approachで開始したものの留置が困難であったため、RUPV approach に変更した




 Qp/Qs は A 群 2.00±0.53、B 群 2.38±0.53、C 群 2.79±0.84 で、C 群は A および B
群に比較し有意差を持って大きかった。ASO径はA群7-26mm（15.4±4.6mm）、B群12-28mm
（18.4±4.4mm）、C 群 14-28mm（21.0±4.6mm）で、A 群に比較して B、C 群で有意差を
持って大きかった。ASO/LA 比(%)は A 群で 72.7±23.2 、B 群で 89.1±17.11 、C 群で
122.4±22.0 であり C 群が他の 2 群より有意に大きかった。大動脈リムは A 群 3.95±
2.99mm、B群 2.11±2.31mm、C群 3.98±2.53mmと有意差を認めなかった。SG/IAS角は
A 群 47.0±12.8°、B 群 38.6±8.6°、C 群 39.3±13.6°であり A、B 群間で有意差を
認めたものの A、C群間では有意差を認めなかった。  
 以上の項目の中では、C群において有意差が認められても、単独で C 群を弁別できる
項目は無かった。そこで、項目を組み合わせて検討したところ、大動脈リムと ASO径、
大動脈リムと SG/IAS 角の組み合わせでは弁別ができなかったが、SG/IAS 角と ASO/LA
比(%)の二者を組み合わせることにより、C 群の弁別が可能であることが示唆された。
すなわち、これら二者をＸ軸、Ｙ軸とするグラフ上で、C群は、ASO/LA 比(%) = (SG/IAS
















   
 
 
 
 
 
